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なる場合の浸透係数の違いを議論できる。 [5]。ここでは、定電圧下での Nafion™ 117膜
[1]の曲げと緩和の過程を幾つかのイオン種について解析し実験と比較した。
1 モデル
ゲル中の電流密度 Jeと流束密度 Jsは圧力pと電場ポテンシャルゆを用いて [2]
Je = σマψ一入マp (1) 
Js κマp一入マψう (2) 
と書ける。 3流体モデルを用いると、電気伝導度久浸透係数民電気浸透係数入はミク
ロスコピックなパラメータを用いて次のように書ける [5]。
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p(x) = ( K+ ~G ) f(x) -~;: x， (6) 
¥3ノ R
ここで、 K，Gは各々体積弾性率と英断弾性率、 f(x)は膨潤率、 Rは膜の曲率である。緩
和過程での膨潤率f(x)の時間変化は連続の式より拡散方程式
θfθJs ( 入2¥(T/， 4¥θ2f(x) 一=一一=1κ-~ I (K + iG ) ~ :\~ J (7) 






1 4 rh/2 -一τI. xf(x)dx R h3 J-h/2 
で求まる。初期の速い曲げの大きさは単位電荷あたり入/σの体積の水を運ぶので、電極
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